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１  概要  

本市は、ＳＤＧｓのトップランナーを目指し、オール北九州でＳＤＧｓの達成に向

けた取組みを進めています。 

現在、学校給食において牛乳を飲む際には、プラスチック製のストローを使用して

おり、年間約７トンのプラスチックごみが発生しています（年間ストロー使用本数約

１，５００万本）。 

今回、学校におけるＳＤＧｓの達成に向けた取組みを推進するため、令和４年度か

ら、北九州市立学校の学校給食で提供される牛乳を政令市初となるストローレス対

応に変更し、ストローの使用を廃止します。 

 

２ ストローレス化の効果 

（１）プラスチックごみの削減 

     

 

 

 
 
（２）児童生徒の環境意識の向上 

 

 

 

 

３ 今後のスケジュール 

○令和３年１０月～ モデル校（SDGｓ推進校）において試行実施 

１１月  ・社会科等の時間を活用した環境教育 

     ・ストローレス対応の牛乳を給食時間に提供 

 ○令和４年 ２月  モデル校における試行実施結果の検証 

 ○令和４年 ４月  全校にて本格実施 

 ※モデル校（SDGs 推進校）等の詳細については、決まり次第改めてお知らせします。 

 

４ 参考（ストローレス対応牛乳パック） 

   

令和４年度から 

学校給食の牛乳をストローレス化します！ 

政令市で初！ 

■約１，５００万本のストロー使用本数削減 

■約７トンのプラスチックごみ削減 
※いずれも全てのストロー使用を廃止した場合の年間試算 

令和３年７月１５日 
北九州市教育委員会学校保健課 
(課長)角野、(係長)木村 
ＴＥＬ：093－582－2381 

■児童生徒がプラスチックごみの実態を学ぶことで、 

環境問題への意識の向上を図る 

（日本製紙株式会社提供） 


